
難病対策中間報告関連ニュース

難病対策中間報告の要旨

共同通信社 8月 17 日(金) 配信

難病対策中間報告の要旨は次の通り。

【難病の定義と範囲】

定義はできるだけ幅広くとらえ、早期の確定を目指す。施策の対象は比較的まれな疾病が

基本。

【医療費助成】

医療費助成の対象疾患は（１）症例が比較的少ない（２）原因不明（３）効果的な治療法

が未確立（４）長期療養が必要-の４要素。範囲の拡大を含めた見直しでは、より公平に選

定する。治療法が確立するなどした疾患は、引き続き対象とするかを定期的に見直す。

対象患者の認定では、指定された専門医の診断を要件とする。重症度などの基準設定も必要。

助成は緊急時を除いて指定医療機関での受診が対象。給付水準は他制度との均衡を図り、

見直しを検討する。

【相談支援センター】

引き続き都道府県ごとに設置。患者の相談に自ら対応するだけでなく、医療、福祉、行政

などさまざまな機関と連携し、患者を適切なサービスに結びつける役割を担う必要がある。

【難病研究】

治療法開発、創薬を重点的に目指すべきだ。患者や製薬企業が参加しやすくなる環境整備

が必要。

【医療等の提供体制】

都道府県は高い専門性と経験を有する拠点的な医療機関を整備する。

【就労支援】

難病の知識や既存の支援策について事業主や関係機関への周知が必要。

【小児慢性特定疾患】

（長期療養が必要な小児疾患は最長１９歳まで公費助成されるが）成人後も治療が必要に

なる場合もあり、切れ目のない支援の在り方を検討する。

公正な仕組みづくり課題 予算枠拡大は不明
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医療費助成を受けられる難病の対象疾患は１９７０年代の制度開始から少しずつ増加し

ているものの、厚生労働省が指定する難病の一部に限られる。対象拡大の方向性が打ち出さ

れ多くの患者にとって朗報となったが、限られた財源でどこまで公正な助成の仕組みづくり

ができるかが課題だ。
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医療費助成は７１年度、当時は原因不明だった神経疾患を引き起こすスモンの入院患者に

月額１万円を支給したのが始まり。翌年に原因物質をキノホルムと結論付けたのを受け、国

は医療費助成がスモンの症例集めに一定の効果があったと評価。７３年度から６疾患を対象

に、本格的な助成制度をスタートさせた。

以来、対象疾患は増え続け、２００９年には５６疾患に。政府はことし２月に閣議決定し

た社会保障と税の一体改革大綱でも助成対象の拡大を目指す方針を示している。

だが助成事業の予算枠がどこまで広がるかは不明で「対象自体が増えても現状と同じよう

な手厚い助成は難しいかもしれない」と厚労省の担当者は明かす。

難病対策委員会の委員で日本難病・疾病団体協議会代表理事の伊藤たておさんは「結果的

に制度が後退する恐れもあり、今後の議論を注意深く見守っていかなければいけない」と指

摘している。

難病助成拡大へ抜本見直し 厚労省、年内めどに結論 支給額削減の懸念も
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厚生労働省の難病対策委員会は１６日、国が医療費を助成する難病の指定対象を拡大する

方向で、難病対策を抜本的に見直すべきだとする中間報告をまとめた。

これまで対象から漏れ、多額の医療費負担を強いられてきた患者を救済するのが狙い。厚

労省は医療費や研究費の助成をしたことのある約４００疾患について、患者数や治療技術の

確立状況を評価して、年内をめどに新たな助成対象を決める。

今後の検討次第では国の医療費助成を受ける「特定疾患治療研究事業」の対象が現行の５

６疾患から大幅に拡大する。しかし、中間報告では給付水準の見直しを求める記述もあり、

既に助成を受けている患者からは、対象から外されたり支給額が削減されたりすることへの

懸念が出そうだ。

厚労省によると、筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）やパーキンソン病など５６疾患での受給

者数は２０１０年度末で約７０万人、本年度の総事業費は国と都道府県で計１２７８億円を

見込む。近年は国の事業予算の伸びが鈍く、地方の負担が深刻化している。

対象範囲の拡大には財源の確保が必要で、厚労省は来年度の予算要求に向け財務省との調

整を続ける。

中間報告には今後の検討課題として、専門性の高い拠点病院の整備や難病患者への就労支

援の仕組みづくり、治療が長期間で医療費負担も高額になる疾患を抱えた小児が成人後も十

分な支援を受けられる制度の在り方などが盛り込まれた。

※難病対策

厚生労働省は（１）患者が少ない（２）原因不明（３）治療法が未確立（４）長期療養が

必要-の４要素を基準に難病の研究対象を選定。重点的に原因究明を目指す１３０疾患を「臨

床調査研究分野」、それ以外を「研究奨励分野」に分けて助成している。１３０疾患のうち、

特に治療が困難で経済負担が大きい５６疾患については、家庭の所得などに応じて医療費を
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助成。治療研究に参加しやすい環境整備が目的だが、実際は生活を支える福祉的な側面が大

きい。

難病の拠点病院整備などを提言- 厚科審対策委が中間報告

厚生科学審議会の難病対策委員会（委員長＝金澤一郎・国際医療福祉大大学院長）は 16

日、都道府県が「新・難病医療拠点病院」（仮称）を整備することなどを提言する内容の中

間報告を大筋で了承した。対策委では今後、法制化も視野に各論の議論を深める方針だ。

新拠点病院の整備は、なかなか診断がつかない患者や、治療経験のある医師が見つからな

い患者が、専門的な治療を受けられるようにすることが狙い。現在の難病医療拠点病院を発

展させ、おおむねすべての疾患領域に対応し得る「総合型」と、特定の疾患群に対する専門

性が高い「特定領域型」（いずれも仮称）の両方をつくる。

また、二次医療圏に 1 か所程度の「難病医療地域基幹病院」（仮称）を整備する。難病患

者が一体的に医療・介護サービスを受けられるよう、基幹病院では、難病医療・福祉サービ

スを提供する人材を育成したり、入院・療養する施設を確保したりする。

厚生労働省の外山千也健康局長は、「来年度（予算で）すぐ要求できるかは分からない」

としながらも、予算事業として新拠点病院や基幹病院の整備を進める方針を示した。

■医療費助成の対象拡大も

中間報告では、医療費助成の対象疾患について、範囲の拡大も含めて見直す必要性にも言

及した。「より公平に対象疾患を選定する必要がある」とする一方で、「治療成績などの面で

状況の変化が生じた対象疾患については、引き続き対象疾患として取り扱うことが適当かど

うか定期的に評価し、見直していくことも必要」とも指摘しており、一部は対象から外れる

可能性もある。

現在、「特定疾患治療研究事業」で医療費助成が行われているのは、ベーチェット病やス

モンなど 56 疾患。対象範囲の見直しは、現在行われている難治性疾患克服研究事業の結果

などを参考にして検討するという。

また、医療費助成の対象疾患に罹患しているかどうかを的確に診断するため、自治体の指

定を受けた専門医の受診を要件にすることを提言した。さらに、患者が適切な医療を受けら

れるよう、緊急時を除き、指定を受けた医療機関を受診した場合に医療費助成を行う仕組み

にする。【高崎慎也】

（ 2012 年 08 月 16 日 21:36 キャリアブレイン ）
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疾病対策部会、難病対策見直しの方向性了承- 対策委が法制化に向け議論本格化へ

厚生科学審議会の疾病対策部会は 22 日の会合で、難病対策委員会がまとめた難病対策見

直しの方向性を了承した。これを受けて同委は、次回会合から難病対策の法制化に向けて医

療費助成の在り方などの検討を始める。

同委が今月取りまとめた中間報告では、難病患者の医療費を助成する「特定疾患治療研究

事業」の在り方について、助成対象の疾患や財源の確保手段、給付水準などの見直しを検討

する必要があると指摘。また、研究や小児患者支援の在り方も、法制化を視野に見直しを検

討すべきだとしている。

見直しが進み、難病対策が法制化されれば、特定疾患治療研究事業の助成費用を都道府県

が超過負担している問題や、助成の対象疾患の選定範囲への不公平感が解消されたり、治療

研究や、患者の社会参加が進んだりすることが期待される。

同日の会合に出席した辻泰弘厚生労働副大臣は、「法的な背景をもって構築していかなけ

れば、財政的にしっかりした対策にはならない。久しく『谷間』という言葉で表現されてき

た難病対策だが、光を当てるために力いっぱい頑張っていきたい」と述べ、法制化への意欲

を強調した。【佐藤貴彦】

（ 2012 年 08 月 22 日 19:28 キャリアブレイン ）

小宮山大臣閣議後記者会見概要

（H24.８.17（金）10:56～11:03 省内会見室）

（記者） ２問お伺いします。本日、来年度予算の概算要求基準が閣議決定されたと思いま

すが、ここから本格化する来年度の予算編成について、大臣のお考えなどをお聞かせ願えま

すか。

（大臣） 医療や年金などの社会保障費については、昨年に引き続いて政府の方針として、

自然増分が確保されることになりました。また、特別重点要求、重点要求については、日本

再生戦略で重点化する３つの分野の１つに、ライフイノベーション、ライフ分野が位置づけ

られていますので、メリハリの利いた要求が出来るのではないかと考えています。今後この

基準に基づきまして、厚生労働行政をとりまく色々な問題がありますから、国民の皆さんの

ニーズに応えられるような要求をしっかりしていきたいと考えています。

（記者） もう１点、昨日難病対策委員会で、今後の難病対策の在り方の中間報告がまとま

りました。支援対象の疾病を拡大する方針を示されましたが、今後更に何を広げるとか、ど

こまで広げるとか議論が始まるそうですが、難病支援の今後の在り方について、大臣のお考

えをよろしいでしょうか。

（大臣） 難病対策につきましては、医療費助成ですとか、研究事業の対象疾患の不公平感、

また都道府県の超過負担など色々な問題があるので、公平で安定的な支援の仕組みをどうす

るかということが喫緊の課題です。このため、昨日中間報告がまとめられましたが、厚生科

4



学審議会の疾病対策部会難病対策委員会を昨年の９月から 11 回開催しまして、またその間

に社会保障・税一体改革大綱も決定しましたので、それも含めて精力的に検討をし、昨日中

間報告がまとめられたところです。これは一定の方向性を出すという意味で、大きな意義が

あることだと思っています。難病については、これまでも一生懸命取り組んではきましたが、

なかなか疾患の対象を広げられなかったりとか、もっと抜本的な改革を望む声がありますの

で、総合的な難病対策を構築するために、法制化も視野に入れて抜本的な見直しをしようと

私のほうからも言ってきました。今後はこの中間報告に基づいて、法制化も視野に入れて取

り組んできたいと考えています。
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限
る
）

・
応
益
負
担
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

◎
民

主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
違
反

◎
自

立
支
援
法
違
憲
訴
訟
団
と
の
基
本
合
意
違
反

①
障

害
者

制
度

改
革

の
流

れ
（
と
こ
ろ
が

と
こ
ろ
が

）

☆
障

害
者
総
合
支
援
法
は
ほ
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い

☆
難

病
患
者
等
居
宅
生
活
支
援
事
業
は
更
に
ひ
ど
い

・
対
象
：
研
究
対
象

1
3
0疾

患
＋
関
節
リ
ウ
マ
チ

（
約
７
５
０
万
人
）

・
事
業
：
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
（
H
2
2年

度
3
15
人
）

短
期
入
所
（
ｼ
ｮｰ

ﾄｽ
ﾃ
ｲ
）
（
H
2
2
年
度
1
0
人
）

日
常
生
活
用
具
給
付
（
H
2
2年

度
7
2
9
件
）

・
高
知
県
：
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

実
施
市
町
村
3
8
.2
％
、
実
施
率
2
.9
％
（1
市
町
村
）

①
障

害
者

制
度

改
革

の
流

れ
（
総

合
支

援
法

）

〔
改

善
点
〕

20
13
年

4月
1日

（
来

春
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
）

・
市
町
村
に
は
実
施
義
務
が
生
じ
る
た
め
、
す
べ
て
の
市

町
村
が
実
施
対
象
と
な
る
の
で
利
用
者
が
多
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

（
義
務
的
経
費
と
な
る
た
め
予
算
的
に
も
有
利
と
な
る
）

・
今
ま
で
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
短
期
入
所

事
業
、
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
改
正
で
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
が
拡
大
さ

れ
る
見
込
み
が
あ
る
。

（
法
律
に
定
め
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
広
が
る
）

14
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①
障

害
者

制
度

改
革

の
流

れ
（
総

合
支

援
法

）

（
参
考
）
障
害
者
自
立
支
援
法
の
サ
ー
ビ
ス

◎
介

護
給
付
（
障
害
程
度
区
分
に
よ
っ
て
制
限
あ
り
）

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

・
重
度
訪
問
介
護

・
行
動
援
護

・
重
度

障
害
者
等
包
括
支
援
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

・
療
養
介
護

・
生

活
介
護
・
施
設
入
所
支
援

・
共
同
生
活
介
護
（
ｹ
ｱ
ﾎ
ｰ
ﾑ
）

◎
訓

練
等
給
付
：
自
立
訓
練

・
作
業
所
・
ｸ
ﾞﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟﾎ
ｰ
ﾑ

◎
補

装
具

◎
地

域
生
活
支
援
事
業

・
相
談
支
援
事
業

・
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

・
移
動
支
援
事
業

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
等

①
障

害
者

制
度

改
革

の
流

れ
（
総

合
支

援
法

）

〔
課

題
〕

20
13
年

4月
1日

（
来

春
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
）

・
対
象
が
難
病
患
者
全
体
で
は
な
く
て
、
あ
く
ま
で
も
政
令

で
定
め
ら
れ
た
者
。
（
「制

度
の
谷
間
」
は
残
る
）

・
「
障
害
程
度

（
支
援
）区

分
」
の
認
定
が
、
必
ず
し
も
難
病

患
者
に
と
っ
て
正
確
に
判
定
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

（
支
給
決
定
方
法
は
法
施
行
後

3 
年
を
め
ど
に
見
直
す
）

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
側
に
あ
る
程
度
の
医
療
的
な
知
識

が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
医
療
と
の
連
携
が
必
要
に
な
る
が
、

そ
の
体
制
が
取
ら
れ
て
い
る
か
は
疑
問
。

（
安
心
し
て
利
用
で
き
る
制
度
に
す
る
必
要
が
あ
る
）

①
障

害
者

制
度

改
革

の
流

れ
（
総

合
支

援
法

）

〔
施

行
〕

20
13
年

4月
1日

（
来

春
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
）

・
正
式
名
称
は
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を

総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
」

・
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
難
病
対
策
委
員
会
で
検
討
中

・
難
病
手
帳
（
カ
ー
ド
）
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
て
い
る

〔
２
つ
の

視
点
〕

・
「
こ
ん
な
法
律
ダ
メ
だ
、
ダ
メ
だ
、
だ
け
で
は
ダ
メ
な
ん
だ
」

～
難
病
患
者
が
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
制
度
に

・
「
総
合
支
援
法
で
は
、
や
は
り
ダ
メ
な
ん
だ
」
抜
本
改
革
！

～
す
べ
て
の
人
が
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
制
度
に

15
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②
難

病
対

策
自

体
の

法
制

化
の

動
き

☆
民

主
党
の
政
権
交
代
（
政
策
集

IN
D
E
X
2
0
0
9
）

・難
病
患
者
・
家
族
の
切
実
な
声
が
施
策
に
反
映
さ
れ

る
よ
う
、
難
病
対
策
委
員
会
の
定
例
開
催
等
と
い
っ
た

環
境
整
備
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

・新
規
指
定
や
対
象
年
齢
拡
大
を
望
む
様
々
な
疾
患
の

患
者
が
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
現
行
の
難

病
対
策
及
び
稀
少
疾
病
の
新
薬
開
発
や
保
険
適
用
の

仕
組
み
を
抜
本
的
に
改
革
し
、
難
病
に
関
す
る
調
査
研

究
及
び
医
療
費
の
自
己
負
担
の
軽
減
を
柱
と
す
る
新

た
な
法
制
度
を
整
備
し
ま
す
。

～
新
た
な
難
治
性
疾
患
対
策
の
在
り
方
検
討
Ｗ
Ｔ
発
足

②
難

病
対

策
自

体
の

法
制

化
の

動
き

☆
難

病
対
策
の
問
題
点
の
整
理

◎
対
象
疾
患
が
増
え
な
い
！
…
2
0
0
9年

1
0月

に
1
1疾

患
（
群
）
が
入
っ
て
か
ら
増
え
て
い
な
い
。

◎
治
療
研
究
事
業
の
デ
ー
タ
の
信
頼
性
が
低
い
！

…
医
師
が
患
者
の
た
め
を
思
い
診
断
が
甘
く
な
る

…
実
際
の
治
療
研
究
に
役
立
た
な
い
の
で
は
？

◎
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
予
算
不
足

…
医
療
費
助
成
の
総
事
業
費
が
増
加
し
て
お
り
、

都
道
府
県

の
超
過
負
担
が
拡
大
し
て
い
る
。

・2
0
1
0
年

事
業
総
額

1
0
5
8
億
円
（
国
庫
負
担
2
4
.8
％
）

②
難

病
対

策
自

体
の

法
制

化
の

動
き

☆
社

会
保
障
・
税
一
体
改
革

【難
病
関
係
部
分
抜
粋
】

○
長
期
高
額
医
療
の
高
額
療
養
費
の
見
直
し
の
ほ
か
、

難
病
患
者
の
長
期
か
つ
重
度
の
精
神
的
・
身
体
的
・
経

済
的
負
担
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
、
医
療
費
助
成

に
つ
い
て
、
法
制
化
も
視
野
に
入
れ
、
助
成
対
象
の
希

少
・
難
治
性
疾
患
の
範
囲
の
拡
大
を
含
め
、
よ
り
公
平
・

安
定
的
な
支
援
の
仕
組
み
の
構
築
を
目
指
す
。
ま
た
、

治
療
研
究
、
医
療
体
制
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
就
労
支
援

等
の
総
合
的
な
施
策
の
実
施
や
支
援
の
仕
組
み
の
構

築
を
目
指
す
。

☆
引
き
続
き
検
討
。

②
難

病
対

策
自

体
の

法
制

化
の

動
き

○
厚

生
科
学
審
議
会

疾
病

対
策
部
会

難
病

対
策

委
員
会

・
第

1
3回

2
0
1
1
年
9
月
1
3
日

・
第

1
4回

2
0
1
1
年
9
月
2
7
日

・
第

1
5回

2
0
1
1
年
1
0月

1
9
日

・
第

1
6回

2
0
1
1
年
1
1月

1
0
日

・
第

1
7回

2
0
1
1
年
1
1月

1
4
日

・
第

1
8回

2
0
1
1
年
1
2月

1
日
（
中

間
的
な
整
理
）

・
第

1
9回

2
0
1
2
年
1
月
1
7
日

・
第

2
0回

2
0
1
2
年
2
月
9
日
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②
難

病
対

策
自

体
の

法
制

化
の

動
き

☆
「
今

後
の
難
病
対
策
の
検
討
に
当
た
っ
て
（中

間
的

な
整

理
）
」

2
0
1
1年

1
2
月
1
日

〔
今

後
の
難
病
対
策
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
〕

①
公

平
性
の
確
保

②
公

正
性
の
確
保

③
他

制
度
と
の
均
衡
の
確
保

④
制

度
安
定
性
の
確
保

⑤
総

合
的
･包

括
的
な
施
策
の
実
施

⑥
法

制
化
の
検
討

②
難

病
対

策
自

体
の

法
制

化
の

動
き

〔
今

後
の
難
病
対
策
の
見
直
し
の
方
向
性
〕

○
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、
事
業
の
公
正
性
、
他
制
度
と

の
均
衡
、
制
度
の
安
定
性
の
確
保
の
観
点
に
立
ち
、
法

制
化
も
視
野
に
入
れ
、
希
少
・
難
治
性
疾
患
を
幅
広
く
公

平
に
助
成
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

○
ま
た
、
希
少
・
難
治
性
疾
患
の
特
性
を
踏
ま
え
、
治
療

研
究
の
推
進
、
医
療
体
制
の
整
備
、
国
民
へ
の
普
及
啓

発
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
就
労
支
援
等
を
始
め
と
し

た
総
合
的
・
包
括
的
な
施
策
の
実
施
や
支
援
の
仕
組
み

を
検
討
す
る
。

②
難

病
対

策
自

体
の

法
制

化
の

動
き

〔
今

後
の
難
病
対
策
の
見
直
し
の
方
向
性
〕

○
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、
事
業
の
公
正
性
、
他
制
度
と

の
均
衡
、
制
度
の
安
定
性
の
確
保
の
観
点
に
立
ち
、
法

制
化
も
視
野
に
入
れ
、
希
少
・
難
治
性
疾
患
を
幅
広
く
公

平
に
助
成
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

○
ま
た
、
希
少
・
難
治
性
疾
患
の
特
性
を
踏
ま
え
、
治
療

研
究
の
推
進
、
医
療
体
制
の
整
備
、
国
民
へ
の
普
及
啓

発
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
就
労
支
援
等
を
始
め
と
し

た
総
合
的
・
包
括
的
な
施
策
の
実
施
や
支
援
の
仕
組
み

を
検
討
す
る
。

②
難

病
対

策
自

体
の

法
制

化
の

動
き

○
健

康
局
長
の
も
と
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
設
置

①
難

病
研
究
・
医
療
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

・
第
１
回

2
0
1
2
年
3
月
1
日

・
第
２
回

2
0
1
2
年
5
月
1
8
日

・
第
３
回

2
0
1
2
年
6
月
1
8
日

②
難

病
在
宅
看
護
・
介
護
等
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

・
第
１
回

2
0
1
2
年
2
月
2
4
日

・
第
２
回

2
0
1
2
年
5
月
2
9
日

・
第
３
回

2
0
1
2
年
6
月
1
5
日
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②
難

病
対

策
自

体
の

法
制

化
の

動
き

①
難

病
研
究
・
医
療
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

・
難
病
の
定
義
、
範
囲
の
在
り
方

・
医
療
費
助
成
の
在
り
方

・
難
病
医
療
の
質
の
向
上
の
た
め
の
医
療
提
供
体
制

の
在
り
方

・
難
病
研
究
の
在
り
方

・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
対
象
疾
患

の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
在
り
方

②
難

病
対

策
自

体
の

法
制

化
の

動
き

②
難

病
在
宅
看
護
・
介
護
等
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

・
在
宅
看
護
、
介
護
、
福
祉
の
在
り
方

・
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方

・
難
病
手
帳
（
仮
称
）
の
在
り
方

・
就
労
支
援
の
在
り
方

○
厚

生
科
学
審
議
会

疾
病

対
策
部
会

難
病

対
策
委
員
会

・
第
2
1
回

2
0
1
2
年
7
月
3
日

・
第
2
2
回

2
0
1
2
年
7
月
1
7
日
（
論

点
の
整
理
）

②
難

病
対

策
の

法
制

化
の

動
き
（
論

点
の

整
理

）

〔
難
病
の
定
義
、
範
囲
の
在
り
方
〕

総
合
的
難
病
対
策

・
比
較
的
ま
れ
な
疾
病
を
中
心
に
進
め
る
べ
き

・
社
会
的
な
側
面
を
重
視
し
、
幅
広
く
と
ら
え
る
べ
き

～
個
別
施
策
の
対
象
と
な
る
疾
病
の
範
囲
の
議
論
を

深
め
つ
つ
、
引
き
続
き
検
討
し
て
は
ど
う
か

〔
難
病
の
定
義
、
範
囲
の
在
り
方

〕
障
害
者
総
合
支
援
法

・
「
今
後
の
難
病
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
班
」

に
お
い
て
調
査
・
分
析
中

～
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
は
ど
う
か

②
難

病
対

策
の

法
制

化
の

動
き
（
論

点
の

整
理

）

〔
医

療
費
助
成
の
在
り
方

〕
意
見
と
し
て
は
・
・
・

・
希
少
性
、
原
因
不
明
、
治
療
法
未
確
立
、
長
期
の
支
障

と
い
う
４
要
素
の
踏
襲
が
適
当
で
は
な
い
か

・
対
象
疾
患
の
範
囲
の
拡
大

・
重
症
度
等
の
基
準
に
基
づ
く
対
象
患
者
の
認
定

・
同
様
な
疾
患
で
認
定
に
差
が
で
な
い
公
平
な
認
定

・
治
療
面
の
状
況
に
よ
り
、
定
期
的
に
評
価
が
必
要
で
は

～
「
今
後
の
難
病
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
班
」

に
お
い
て
調
査
・
分
析
中
。

そ
の

結
果
を
参
考
に
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
は
ど
う
か
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②
難

病
対

策
の

法
制

化
の

動
き
（
論

点
の

整
理

）

〔
医

療
費
助
成
の
在
り
方
〕

給
付
水
準
の
在
り
方

◎
他
制
度
と
の
均
衡
の
観
点
か
ら
見
直
し
が
必
要
で
は
？

・
入
院
時
の
食
事
お
よ
び
生
活
に
係
る
自
己
負
担

・
薬
局
で
の
保
険
調
剤
に
係
る
自
己
負
担

・
対
象
患
者
が
負
担
す
る
一
部
負
担
額

…
高
額
所
得
者
の
場
合
、
重
症
患
者
の
取
扱
い

◎
対
象
疾
患
の
認
定
等
の
在
り
方

・
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
専
門
医
の
診
断
を
要
件
と

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

②
難

病
対

策
の

法
制

化
の

動
き
（
論

点
の

整
理

）

〔
難

病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
〕

◎
す
べ
て
の
難
病
を
幅
広
く
カ
バ
ー
す
べ
き
で
あ
る
が
・
・
・

◎
自
ら
対
応
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
医
療
・
福
祉
・
行
政
な
ど

様
々
な
機
関
と
の
連
携
を
強
化
す
べ
き
で
な
い
か

◎
運
営
は
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
委
託
で
き
る

～
基
本
的
な
機
能
を
果
た
せ
る
よ
う
な
体
制
の
確
保

◎
質
の
向
上
の
た
め
の
職
員
の
研
修
等
の
充
実

全
国
の
支
援
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
、
互
い
に
支
援
し
あ
う

◎
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
な
ど
患
者
の
視
点
に
立
っ
た
相
談
支
援
が

行
わ
れ
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

②
難

病
対

策
の

法
制

化
の

動
き
（
論

点
の

整
理

）

〔
難

病
手
帳
（
カ
ー
ド
）
（
仮
称
）
の
在
り
方
に
つ
い
て
〕

◎
難
病
に
起
因
す
る
障
害
も
手
帳
制
度
が
必
要
で
は
？

…
福
祉
増
進
目
的
（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
就
労
支
援
）

…
医
療
費
受
給
者
証
と
は
別
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
る

◎
対
象
は
特
定
の
難
病
に
り
患
し
て
い
る
患
者

…
で
き
る
限
り
対
象
を
広
げ
た
い
と
し
て
い
る
が
？

…
さ
ら
に
差
別
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
が
必
要

◎
一
定
の
重
症
度
に
よ
る
等
級
が
必
要
で
は
な
い
か

…
公
共
施
設
の
入
場
料
、
運
賃
の
優
遇
措
置
の
た
め

◎
有
効
期
限
は
例
え
ば
５
年
程
度
で
は
ど
う
か
？

今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

〔
８
月

〕

1
6
日
（
木
）

難
病
対
策
委
員
会

中
間
報
告
（
案
）
審
議

1
8
日
（
土
）

患
者
団
体
と
の
意
見
交
換
会

☆
厚
生
科
学
審
議
会

疾
病
対
策
部
会

〔
９
月

以
降
〕

難
病
対
策
委
員
会
に
お
け
る
審
議
を
踏
ま
え
、
必
要
に

応
じ
て
２
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開
催
し
て
い
く

☆
今
後
、
政
局
の
動
き
に
よ
っ
て
変
動
は
予
想
さ
れ
る
が
、

難
病
対
策
の
法
制
化
の
動
き
に
は
十
分
注
意
が
必
要
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難
病

対
策

の
動

向
の

ま
と
め

（
第

一
幕

）

☆
難
病
対
策
要
綱
に
よ
る
研
究
事
業
・
予
算
措
置
事
業

・
対
象
範
囲
は
疾
患
名
に
よ
る
制
限
列
挙
方
式

～
現
行
制
度
を
そ
の
ま
ま
の
継
続
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

現
行
制
度
に
つ
い
て
再
検
討
し
、
さ
ら
に
実
効
的
な
難

病
対
策
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
法
制
化
も
含
め
抜
本
的
に

難
病
対
策
の
見
直
し
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
の
認
識
は
大
方
意
見
が
一
致
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

（
難

病
対

策
委

員
会

「
こ
れ

ま
で
の

議
論

を
踏

ま
え
た
論

点
メ
モ
」
）

難
病

対
策

の
動

向
の

ま
と
め

（
第

二
幕

幕
開

前
夜

）

☆
難
病
対
策
の
法
制
化

・
国
庫
負
担
金
も
含
ま
れ
る

・
対
象
は
疾
患
名
に
よ
る
制
限
列
挙
方
式
（
お
そ
ら
く
）

◎
す
で
に
で
き
あ
が
っ
て
い
る
障
害
者
福
祉
制
度
の
中
で
、

難
病
患
者
が
本
当
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

シ
ス
テ
ム
に
す
る
に
は
、
患
者
団
体
の
力
が
必
要
。

～
難
病

患
者
は
、
個
々
に
症
状
も
環
境
も
異
な
る
の
で
、

細
や
か
な
ニ
ー
ズ
の
整
理
が
必
要
。

（
現
状
で
は
、
結
局
は
使
え
な
い
可
能
性
が
高
い
）

◎
難
病
対
策
の
法
制
化
の
流
れ
の
中
で
、
制
度
の
谷
間

や
格
差
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要

難
病

対
策

の
動

向
の

ま
と
め

（
第

三
幕

も
視

野
に
）

☆
脱
制
限
列
挙
方
式

（
普
遍
的
な
抜
本
的
改
革
を
！
）

「
す
べ
て
の
難
病
患
者
に
同
じ
制
度
を
！
」

☆
特
別
な
施
策
で
は
な
く
て
、
普
通
に
生
き
ら
れ
る
市
民
権

（
門
前
払
い
で
は
な
く
、
医
療
や
福
祉
が
受
け
ら
れ
る
社
会
）

～
難
病
政
策
と
い
う
枠
組
み
だ
け
で
は
な
く
て
、
社
会
の

中
で
問
題
を
解
決
し
て
い
く
必
要
性

（
例
）就

労
雇
用
支
援
、
病
弱
児
問
題

～
普
及
啓
発
事
業
へ
の
取
り
組
み

（
Ｒ
Ｄ
Ｄ
：
「
世
界
希
少
・
難
治
性
疾
患
の
日
」
）

☆
地
域
の
時
代
に
難
病
連
は
何
が
で
き
る
か
！

～
ま
だ
ま
だ
課
題
は
山
積
だ
が
、
チ
ャ
ン
ス
も
大
き
い
！
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